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人口と世帯�
（平成18年9月1日現在）�

人口�

男�

女�

世帯数�

78,221�

39,855�

38,366�

32,213

人�

人�

人�

世帯�

121�

54

人増�

人増�

  67人増�

36世帯増 

※世帯数および人口は、住民基本台帳�
　と外国人登録によるものです。�

 9.15
市役所の代表電話は�

042-378-2111

▼
�

毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。

　

９
月　

日
（
木
）
か
ら　

日

２１

３０

（
土
）ま
で
、
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
上
半
期
に
市
内
で
発
生

し
た
交
通
人
身
事
故
件
数
は
、

昨
年
の
同
じ
時
期
と
比
べ
て　
３５

件
減
り
１
６
８
件
で
、
重
傷
事

故
、
高
齢
者
の
事
故
、
二
輪
車

の
事
故
の
す
べ
て
で
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
転
車
運
転
者
の

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
違
反
や
高
齢

者
の
保
護
な
ど
、地
域
や
職
場
、

学
校
な
ど
で
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
交
通
上
の
問
題
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
が
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

を
守
り
、
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

　

い
ま
地
震
が
起
き
た
ら
、

あ
な
た
は
落
ち
着
い
て
行
動

で
き
ま
す
か
。
被
害
を
最
小

限
に
防
ぐ
た
め
に
は
、
日
頃

の
災
害
に
対
す
る
心
構
え
や

　若々しい和太鼓演奏と伊藤多喜雄さん
の民謡・ソーラン節を聞いて、元気にな
りませんか。市内小学生もソーラン節を
踊ります。皆さんでお楽しみください。

▽期日　１０月２１日（土）

▽時間　午後７時～

▽会場　駒澤学園記念講堂

▽内容　民謡＝伊藤多喜雄　ITO TAKiO＆TAKiO BAND、和太鼓演
奏＝スパーキングドラムズ（和太鼓「鼓遊」メンバー。昨年度の市
民祭「和太鼓コンテスト」優秀賞受賞団体）

▽入場料　１席１,０００円（全席自由）

▽チケット販売　市役所総合案内、平尾・若葉台出張所、各文化セ
ンター、チケットぴあ（Ｐコード２３７－５８６）、ファミリーマート、サ
ンクス、サークルＫ

▽問い合わせ　協働推進課協働推進係

伊藤多喜雄　ＩＴＯ ＴＡＫｉＯ　プロフィール
　困難とされていた日本民謡とロックとの融合を画期的に成し遂
げた第一人者。ＮＨＫ紅白歌合戦にも２回出場（曲目「ソーラン
節」）。また、テレビドラマ「３年Ｂ組金八先生」では、よさこ
いソーランの企画、プロデュースを行った。

あいあい�あい�

第５回Ｉのまち　いなぎ市民祭第５回Ｉのまち　いなぎ市民祭�
和楽器公演和楽器公演�

民謡コンサート民謡コンサート�

　伊藤多喜雄伊藤多喜雄�
　　　　　　ITO TAKiO�ITO TAKiO�
　　　　　　＆　　　　　　＆TAKiO BANDTAKiO BAND

民謡コンサート�

　伊藤多喜雄�
　　　ITO TAKiO�
　　　　　　＆TAKiO BAND

第５回Ｉのまち　いなぎ市民祭�
和楽器公演�

　

耐
震
診
断
と
は
、
大
地
震
に

対
し
、
住
宅
が
必
要
な
耐
震
性

能
を
有
し
て
い
る
か
判
断
す
る

調
査
で
す
。

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震

　

第
５
回
Ｉ
の
ま
ち　

い
な
ぎ

市
民
祭
で
行
う
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集
し
ま

す
。

▽
期
日　
　

月　

日（
土
）・　

１０

２１

２２

日（
日
）

※
い
ず
れ
か
１
日
で
も
可

▽
会
場　

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
外

周
路

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
市
民
祭
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
の

趣
旨
に
賛
同
し
、
協
力
で
き
る

方②
市
内
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・

市
民
生
活
・
福
祉
活
動
な
ど
を

主
に
行
っ
て
い
る
方
（
政
治
・

宗
教
・
営
利
団
体
を
除
く
）

※
出
店
責
任
者
は　

歳
以
上
の

２０

方
で
、
出
店
時
間
中
は
必
ず　
２０

歳
以
上
の
方
を
１
人
以
上
配
置

し
て
く
だ
さ
い
。

※
飲
食
物
・
動
植
物
な
ど
の
販

売
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
募
集
数　

各
日　

区
画
（
抽

５０

選
）

▽
区
画
規
模　

１
・
８
ｍ
×
１

・
８
ｍ

▽
費
用　
　

円
（
１
区
画
・
１

５００

日
）

▽
応
募
方
法　

官
製
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
出

店
品
目
・
出
店
希
望
日
を
記
入

し
、
郵
送
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

※
１
通
に
つ
き
１
日
と
し
ま
す

（
２
日
間
希
望
す
る
場
合
は
、

２
通
に
分
け
て
く
だ
さ
い
）
。

▽
応
募
期
限　

９
月　

日
消
印

２０

有
効

▽
抽
選
・
説
明
会　

９
月　

日
２６

（
火
）午
後
７
時
か
ら
、
地
域
振

興
プ
ラ
ザ
で
行
い
ま
す
。

※
出
店
を
希
望
す
る
方
（
代
理

可
）
は
、
必
ず
出
席
し
て
く
だ

　

９
月
１
日
（
金
）
か
ら　

日
３０

（
土
）ま
で
の
間
、
駐
車
違
反
な

ど
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

　

多
摩
稲
城
交
通
安
全
協
会
各

支
部
の
主
催
で
、
多
摩
中
央
警

察
署
交
通
課
の
警
察
官
に
よ
る

安
全
運
転
講
習
を
行
い
ま
す
。

▽
期
日
・
時
間
・
会
場

①
９
月　

日（
水
）・
午
後
７
時

２０

　

分
〜
午
後
９
時
・
中
央
文
化

３０セ
ン
タ
ー

②
９
月　

日（
金
）・
午
後
７
時

２２

〜
午
後
８
時　

分
・
第
二
文
化

３０

セ
ン
タ
ー

▽
問
い
合
わ
せ　

市
役
所
管
理

課
交
通
対
策
係
、
多
摩
中
央
警

察
署　
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０
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訓
練
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
す
ぐ
に
行
動

で
き
る
よ
う「
地
域
防
災
訓
練
」

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
訓
練
し

や
す
い
服
装
な
ど
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

９
月　

日（
日
）

１７

※
雨
天
決
行

▽
時
間　

９
時
〜
正
午

▽
会
場　

平
尾
小
学
校
、
平
尾

近
隣
公
園

※
当
日
午
前
９
時
に
サ
イ
レ
ン

が
鳴
り
ま
す
。
火
災
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署

警
防
課
防
災
係

診
断
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
建
物　

昭
和　
５６

年
５
月　

日
以
前
の
建
築
確
認

３１

で
建
築
し
た
所
有
者
が
個
人
の

木
造
住
宅

▽
助
成
費
用　

２
万
５
千
円（
上

限
）

▽
耐
震
診
断
内
容　

一
般
診
断

＝
耐
震
補
強
が
必
要
か
判
断
す

る
診
断
、
精
密
診
断
＝
補
強
設

計
を
念
頭
に
置
い
た
診
断

▽
耐
震
診
断
を
す
る
業
者　

東

京
都
建
築
士
事
務
所
協
会
に
所

属
す
る
市
内
の
設
計
事
務
所
や

工
務
店

※
実
際
に
建
築
を
さ
れ
た
業
者

に
お
願
い
し
て
も
結
構
で
す
。

▽
診
断
費
用　
　

万
円
〜　

万

１５

２０

円（
消
費
税
を
除
く
）

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署

警
防
課
防
災
係

さ
い
。
欠
席
し
た
場
合
や
開
始

時
刻
に
遅
れ
た
場
合
は
、
抽
選

対
象
か
ら
除
外
し
ま
す
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

協
働

推
進
課
協
働
推
進
係

��������������

��������������������������

地域防災訓練
自自助助・・共共助助のの

確確立立とと地地域域のの連連携携

▲

昨
年
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

第
５
回

第
５
回
Ｉ
の
ま
ち

の
ま
ち
　

い
な
ぎ
市
民
祭

い
な
ぎ
市
民
祭�

出
店
者
募
集

出
店
者
募
集�

　
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト�

第
５
回
Ｉ
の
ま
ち
　

い
な
ぎ
市
民
祭�

出
店
者
募
集�

　
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト�

あ
い
あ
い�

あ
い�

備
え
て
い
ま
す
か

備
え
て
い
ま
す
か

ま
ず
は
わ
が
家
の

ま
ず
は
わ
が
家
の

耐
震
診
断
か
ら

耐
震
診
断
か
ら�

▲

救
助
犬
に
よ
る
救
出
・
救
助
訓
練

９
／
１７�

９
／
１７�

交
通
安
全
運
動
の
基
本

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

交
通
安
全
運
動
の
重
点

①
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中

・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故

防
止

③
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底



１８・９・１５ 代表電話は３７８－２１１１番　（２）

　

第
二
次
行
政
改
革
は　

年
度

１３

か
ら　

年
度
ま
で
の
５
年
間
で
、

１７

１
１
８
件
の
改
革
を
計
画
し
て

い
ま
し
た
。
今
回
は　

年
度
ま

１７

で
の
行
政
改
革
の
推
進
結
果
や

主
な
取
り
組
み
、
節
減
額
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

表１　第二次行政改革推進結果

１７年度までの推進結果改革 
項目数行政改革・実施計画の分野

×△○

１２１５１８行政サービスの向上と情報の共有化

００１１１１市民と行政の協働化

２１３３３６事務事業の効率化

２１３１３４市政運営の合理化

０１１８１９財政の健全化

５５１０８１１８計

　

年
度
行
政
評
価

１６
 
（
事
務
事
業
評
価
）の
結
果

　
　

年
度
ま
で
の
実
施
計
画
で

１７
改
革
す
べ
き
も
の
は
１
１
８
件

で
し
た
。
そ
の
推
進
結
果
は
、

「
完
了
ま
た
は
計
画
ど
お
り
に

進
ん
で
い
る
」
が
１
０
８
件
、

「
計
画
よ
り
遅
れ
て
い
る
」
が

５
件
、
「
凍
結
ま
た
は
廃
止
」

が
５
件
で
、
達
成
率
は　

・
５

９１

％
と
な
り
ま
し
た
。

①
職
員
数
の
適
正
化
（
表
２
参

照
）

　

職
員
数
・
職
員
一
人
当
た
り

の
受
け
持
ち
人
口
は
、
ど
ち
ら

も
計
画
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

②
中
央
図
書
館
の
建
設

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
〔P

riv
a
te
F
in
a

n
ce
In
itiativ

e

（
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
）
民
間
資
金
を
活
用

し
た
社
会
資
本
整
備
〕
事
業
に

　
　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の

１３

１７

５
年
間
の
節
減
額
は
、
歳
出
と

歳
入
の
合
計
で　

億
４
４
３
７

１５

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
主

な
内
訳
は
、
職
員
数
の
適
正
化

（　

人
減
）や
使
用
料
・
手
数
料

３０の
適
正
化
（
一
般
家
庭
ご
み
の

減
量
を
目
的
と
し
た
有
料
化
な

ど
）
で
す
。

　

こ
う
し
て
生
み
出
さ
れ
た
経

費
は
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
主
に
次
の
事
項

に
役
立
て
て
い
ま
す
。

○　

年
度
＝
①
�
バ
ス
の
試
行

１３
運
行
の
実
施　

②
０
歳
児
医
療

費
の
無
料
化　

③
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設　

④
小

・
中
学
校
の
改
修
や
整
備
な
ど

○　

年
度
＝
①
高
齢
者
の
生
活

１４
支
援
ハ
ウ
ス
の
確
保　

②
延
長

保
育
の
実
施
保
育
所
の
拡
大　

③
市
内
小
・
中
学
校
と
大
学
と

の
連
携
充
実
な
ど

○　

年
度
＝
①
保
育
所
待
機
児

１５
の
解
消
（
第
六
保
育
園
の
別
棟

を
新
築
）　

②
は
つ
ら
つ
ワ
ー

ク
稲
城
の
開
設　

③
複
合
施
設

ふ
れ
ん
ど
平
尾
（
旧
稲
城
第
八

小
学
校
）
施
設
等
改
修
な
ど

○　

年
度
＝
①
児
童
手
当
対
象

１６
者
年
齢
枠
の
拡
大
（
小
学
３
年

生
ま
で
拡
大
）　

②
１
歳
児
医

療
費
の
無
料
化　

③
環
境
保
全

型
農
業
の
推
進
（ 
剪  
定 
枝
車
搭

せ
ん 
て
い

載
型
破
砕
機
で
処
理
し
資
源
化
）

④
�
バ
ス
の
充
実
（
新
規
路
線

の
本
格
運
行
）
な
ど

○　

年
度
＝
①
空
き
店
舗
活
用

１７
商
店
街
活
性
化
事
業　

②
認
証

保
育
所
運
営
費
等
補
助
事
業　

③
学
校
セ
ー
フ
テ
ィ
指
導
員
の

配
置
（
学
校
の
防
犯
対
策
・
安

全
管
理
）　

④
地
域
振
興
プ
ラ

ザ
（
産
業
の
振
興
、
雇
用
の
促

進
、
市
民
の
交
流
、
市
民
の
自

主
的
な
社
会
貢
献
活
動
や
市
民

活
動
の
支
援
、
男
女
平
等
参
画

社
会
の
形
成
の
促
進
）
の
開
設

な
ど

　
　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の

１３

１７

第
二
次
行
政
改
革
に
引
き
続
き
、

　

年
度
か
ら
は　

年
度
ま
で
の

１８

２２

第
三
次
行
政
改
革
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
今
後
も
行
政
運
営

の
効
率
化
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

質
的
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

行
政
評
価
は
、
市
民
に
対
す

る
説
明
責
任
、
職
員
の
意
識
改

革
、
効
率
的
で
質
の
高
い
行
政

の
実
現
、
成
果
重
視
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
確
立
な
ど
を
図
る
た

め
、
新
た
な
行
財
政
改
革
の
手

法
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。
そ

こ
で
、　

年
度
に
実
施
し
た
予

１６

算
書
上
の
す
べ
て
の
事
務
事
業

（
２
５
４
事
業
）を
対
象
に
、
事

務
事
業
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

行
政
評
価
は
、
各
自
治
体
で

様
々
な
課
題
を
持
ち
な
が
ら
実

施
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
が
、

市
で
は
今
後
も
引
き
続
き
、
制

度
の
充
実
に
向
け
市
民
に
分
か

り
や
す
い
制
度
の
構
築
に
努
め
、

事
務
事
業
の
効
率
化
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

評
価
作
業
は
、　

年
度
に
実

１６

施
し
た
予
算
書
上
の
２
５
４
事

務
事
業
を
対
象
に
、
各
所
管
部

署
及
び
庁
内
評
価
委
員
会
が
評

価
を
行
い
、
総
合
評
価
を
実
施

し
ま
し
た
（
結
果
は
左
表
の
と

お
り
）
。

　

各
事
務
事
業
の
評
価
に
当
た

っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ

れ
た
四
つ
の
評
価
項
目
「
必
要

性
」
「
公
平
性
」
「
効
率
性
」

「
成
果
」
に
つ
い
て
、
各
評
価

項
目
を
５
点
満
点
の
配
点
と
し
、

合
計
が　

点
満
点
に
な
る
よ
う

２０

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
合

評
価
は
、
Ａ
か
ら
Ｅ
の
５
段
階

評
価
と
し
、
今
後
の
当
該
事
業

の
方
向
性
・
課
題
な
ど
を
記
し

て
い
ま
す
。

※
事
務
事
業
評
価
票
は
、
市
役

所
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
中
央

図
書
館
、
第
三
図
書
館
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

企
画
部
政
策

室

評

価

の

方

法

　

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
産

報
告
書
に
つ
い
て
、
資
産
報
告

書
審
査
会
に
よ
る
審
査
が
終
了

し
、
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
民
の
方
は
、
資
産
報
告
書

と
意
見
書
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

▽
時
間　

８
時　

分
〜
５
時

３０

▽
閲
覧
・
問
い
合
わ
せ　

情
報

管
理
課
文
書
法
制
係

�
�
�

�

�
�
�
�
�

　
　

年
事
業
所
・
企
業
統
計
調

１８
査
が
全
国
一
斉
に
す
べ
て
の
事

業
所
・
企
業
を
対
象
に
行
わ
れ

ま
す
。
調
査
の
結
果
は
、
国
、

都
道
府
県
、
市
区
町
村
が
こ
れ

か
ら
の
地
域
開
発
や
都
市
計
画

な
ど
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
良

く
す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
資

料
と
な
り
ま
す
。

　

９
月
下
旬
か
ら
都
知
事
か
ら

任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
各
事
業

所
へ
調
査
票
を
届
け
ま
す
の
で
、

必
ず
受
け
取
り
、
も
れ
な
く
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
調
査
票
を

配
布
・
回
収
す
る
調
査
員
は
、

写
真
付
き
の
「
調
査
員
証
」
を

携
行
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務

係
　

平
成　

年
か
ら
国
民
の
司
法

２１

参
加
を
実
現
す
る
裁
判
員
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
裁
判
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、

あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

　

自
分
の
視
点
・
感
覚
・
言
葉

で
参
加
す
る
た
め
の
講
演
会
を

企
画
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　
　

歳
以
上
の
方

２０

▽
期
日　

９
月　

日（
水
）

２０

▽
時
間　

２
時
〜
３
時　

分
３０

�
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

�

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
講
師　

安
藤
祥
一
郎
氏
（
東

京
地
方
裁
判
所
裁
判
官
）

▽
費
用　

無
料

▽
主
催　

明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
、
明
る
い
選
挙
推
進
委
員

会▽
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委

員
会

　

９
月
１
日
現
在
登
録
資
格
の

あ
る
方
に
つ
い
て
、
住
民
基
本

台
帳
に
基
づ
き
、
９
月
２
日
に

定
時
登
録
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
時
登
録
に
よ
る
市

全
体
の
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委

員
会

（凡例）○：完了または計画どおりに進んでいる
　　　　△：計画より遅れている
　　　　×：凍結または廃止

表２　職員数の適正化　　　　　　　　　　　　（単位：人）

実績計画目標
年度 職員一人

当たり人口人　口職員数職員一人
当たり人口

想定
人口職員数

１３５６８，５４３５０６―――１２年度

１４１６９，７８５４９５１３８６９，２１３５０１１３年度

１４５７１，４０４４９２１４２７０，６８３４９５１４年度

１５１７３，１３２４８５１４７７２，１１３４８９１５年度

１５５７４，６３１４８１１５１７２，８６９４８１１６年度

１５９７５，８１７４７６１５４７３，６２３４７６１７年度

※職員数は市立病院、消防職員、市長など４役及び外部団体派遣職員
を除く。

※職員数と人口は毎年４月１日現在。

▽
�

第二次行政改革大綱及び実施計画�

行政運営の効率化と行政運営の効率化と�

行政サービスの品質向上行政サービスの品質向上�

を目指してを目指して�

行政運営の効率化と行政運営の効率化と�

行政サービスの品質向上行政サービスの品質向上�

を目指してを目指して�

行政運営の効率化と�

行政サービスの品質向上�

を目指して�

　問い合わせ　企画部政策室　問い合わせ　企画部政策室�　問い合わせ　企画部政策室�▽
�

あ
い

　

年
度
の

１７
　

主
な
取
り
組
み

よ
る
中
央
図
書
館
の
建
設
を
行

い
ま
し
た
（　

年
７
月
１
日
に

１８

開
館
）。

③
昇
給
停
止
年
齢
の
引
き
下
げ

　

職
員
の
昇
給
停
止
年
齢
を
段

階
的
に
引
き
下
げ
、　

年
度
は

１７

　

歳
と
し
ま
し
た
（　

年
度
は

５５

１４

　

歳
、　

年
度
は　

歳
）。

５７

１５

５６

④
電
子
入
札
の
開
始

　

工
事
な
ど
の
入
札
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
う
電
子
入
札

を
開
始
し
ま
し
た
。

５
年
間
の
節
減
額
は

 
　

億
４
４
３
７
万
円

１５

第
三
次
行
政
改
革
大
綱

 
及
び
実
施
計
画

　「コミュニティビジネス」について、身
近な事例を通してその考え方や進め方、目
指すことを学ぶ講座を開催します。講座の
中では、グループでの話し合いも行います。
　自分たちの地域を住みやすく豊かにして
いく方法を一緒に考えてみませんか。

▽期日　９月３０日（土）

▽時間　１時３０分～

▽会場　地域振興プラザ

▽内容　講演会〔講師＝望月照彦氏（多摩
大学大学院教授）〕、グループディスカッ
ション

▽費用　３００円

▽申し込み方法　電話またはメール（info@ 
i-inagi-support.org）で申し込んでください。

▽申込期限　９月２２日

▽申し込み・問い合わせ　市民活動サポー
トセンター（協働推進課）、http://www.i-ina 
gi-support.org/

��������	
��

ＮＰＯ講座
～まちを元気にする～まちを元気にする

コミュコミュニティビジネス～ニティビジネス～

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

９
月
の
定
時
登
録

推
進
結
果

　

（
表
１
参
照
）

総合評価の結果

事業数事業の方向性評　点

１７８事業Ａ：事業の拡充等、積極的な推進が適当２０～１７点

７０事業Ｂ：現行水準を維持し、着実な実施が適当１６～１３点

５事業Ｃ：事業の規模と内容の見直しが必要１２～９点

１事業Ｄ：事業の抜本的見直しまたは縮小が必要８～５点

０事業Ｅ：事業の廃止または他事業との統合が必要４～０点

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	



　

月
１
日

１０
�
�

�
�
�
�
�

��

�
�

�
�
�
�
�
�

投票区別有権者数　　　　平成１８年９月２日現在

計女男投票所名投票区
 ４,３６５ ２,０９４ ２,２７１矢野口自治会館１

 ７,５２４ ３,５００ ４,０２４第一中学校２

 ３,８６５ １,８７２ １,９９３第四保育園３

 ２,１２６  ９８１ １,１４５第二小学校４

 ５,４１１ ２,６３０ ２,７８１第四小学校５

 ２,１５３ １,０２２ １,１３１第一保育園６

 ２,９０６ １,４６５ １,４４１平尾小学校７

 ５,１０２ ２,４３０ ２,６７２大丸地区会館８

 ３,９３６ １,９９８ １,９３８ふれんど平尾９

 ３,７８５ １,７８４ ２,００１第七小学校１０

 ５,３６４ ２,７２８ ２,６３６向陽台小学校１１

 ２,４９０ １,２７６ １,２１４平尾自治会館１２

 ２,６０３ １,３２２ １,２８１城山小学校１３

 ３,２１６ １,６７９ １,５３７長峰小学校１４

 ６,４６２ ３,２９９ ３,１６３若葉台小学校１５

６１,３０８３０,０８０３１,２２８合計



（３）　代表電話は３７８－２１１１番 １８・９・１５

　

会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る
方

と
そ
の
家
族
は
、
職
場
の
健
康

保
険
（
政
府
管
掌
・
組
合
国
保

・
共
済
保
険
な
ど
）
に
加
入
し

て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
健
康

保
険
に
も
加
入
し
て
い
な
い
方

は
、
す
べ
て
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
強
制
加
入
）。

　

届
け
出
は　

日
以
内
に
行
っ

１４

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ

る
と
保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
係

　

市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
が
出
産
し
た
時
に
、

出
産
育
児
一
時
金
を
支
給
し
ま

す
。
妊
娠　

週（　

日
）以
上
で

１２

８５

あ
れ
ば
、
死
産
・
流
産
の
場
合

で
も
支
給
し
ま
す
。

▽
支
給
金　

出
生
児
一
人
当
た

り　

万
円

３８
▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

保
険

証
、
印
鑑
、
振
込
先
の
分
か
る

も
の
、
医
師
の
診
断
書
（
死
産

や
流
産
の
場
合
）

※
出
産
時
に
市
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
て
も
、
他
の

健
康
保
険
に
被
保
険
者
本
人
と

し
て
１
年
以
上
加
入
し
、
そ
の

資
格
を
喪
失
し
て
か
ら
６
カ
月

以
内
の
出
産
に
つ
い
て
は
、
市

で
は
な
く
前
に
加
入
し
て
い
た

健
康
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

 
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

出
産
育
児
一
時
金
の
委
任
払
い

　

委
任
払
い
と
は
、
市
の
国
民

健
康
保
険
か
ら
出
産
育
児
一
時

金
が
受
給
で
き
る
と
見
込
ま
れ

る
世
帯
に
、
出
産
育
児
一
時
金

　

万
円
を
限
度
と
し
た
出
産
費

３８用
を
市
か
ら
直
接
医
療
機
関
へ

支
払
う
制
度
で
す
。こ
の
た
め
、

多
額
な
費
用
を
前
も
っ
て
用
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
な

お
、
利
用
の
際
に
は
医
療
機
関

の
同
意
が
必
要
で
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が

あ
る
世
帯
の
方
は
、
出
産
育
児

一
時
金
の
委
任
払
い
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方　

①
出
産
予
定
日
ま

で
１
カ
月
以
内
で
あ
る
こ
と　

②
妊
娠
４
カ
月
以
上
で
あ
り
、

出
産
に
要
し
た
費
用
を
医
療
機

関
か
ら
請
求
さ
れ
て
い
る
こ
と

▽
申
請
方
法　

①
保
険
証
、
母

子
健
康
手
帳
、
医
療
機
関
か
ら

の
出
産
費
用
請
求
書
（
出
産
を

し
た
方
の
み
）
を
保
険
年
金
課

に
持
参
し
、
申
請
書
を
受
け
取

る
。　

②
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
医
療
機
関
で
同
意

欄
な
ど
に
記
入
し
て
も
ら
う
。

③
申
請
書
を
保
険
年
金
課
に
提

出
す
る
。

※
出
産
費
用
が　

万
円
に
満
た

３８

な
い
場
合
は
、
差
額
を
世
帯
主

に
支
給
し
ま
す
。
出
産
費
用
が

　

万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
差

３８額
を
医
療
機
関
に
支
払
っ
て
く

だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

保
険

年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部

が　

月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

10
に
伴
い
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
体
系
が
表
１
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
す
。
ま
た
、
補
装
具
は
こ

れ
ま
で
の
現
物
給
付
か
ら
補
装

具
費
の
支
給
へ
と
変
わ
り
、
利

用
者
負
担
も
原
則
１
割
の
定
率

負
担
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

移
動
支
援
事
業
（
９
月
ま
で
の

外
出
介
護
）
や
日
常
生
活
用
具

の
給
付
事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、

地
域
生
活
支
援
事
業
と
し
て
実

施
し
ま
す
。
地
域
生
活
支
援
事

業
に
移
行
す
る
主
な
事
業
の
概

要
は
、表
２
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
サ
ー
ビ
ス
内

容
な
ど
の
一
部
が
変
更
に
な
り

ま
す
。
現
在
、
継
続
的
に
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
に
は
、

案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

 
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

▽
期
日
・
時
間　

①
９
月　

日
25

（
月
）・　

時
〜　

時　

分　

②

10

11

30

９
月　

日（
金
）・
午
後
７
時
〜

29

午
後
８
時　

分
30

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

　

市
で
は
、
市
内
に
あ
る
認
証

保
育
所
で
支
払
っ
た
保
育
料
を

助
成
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
児
童
の

保
護
者
で
、
市
内
の
認
証
保
育

所
利
用
が
月　

時
間
以
上
あ
り
、

１６０

保
育
料
を
支
払
っ
た
方

▽
助
成
額（
月
額
）　

３
歳
未
満

＝
９
千
円
、
３
歳
以
上
＝
２
万

円※
月
の
途
中
で
入
所
し
た
場
合
、

入
所
し
た
月
は
助
成
対
象
外
で

す
。

▽
申
請
方
法　
　

月
、
３
月
に

１１

各
認
証
保
育
所
、
子
育
て
支
援

課
で
配
布
す
る
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
・
問
い
合
わ
せ　

子
育

て
支
援
課
保
育
係　

 
認
証
保
育
所（
下
表
参
照
）

　

認
証
保
育
所
は
、
都
独
自
の

保
育
制
度
で
す
。
多
様
な
保
育

需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
様
々

な
民
間
事
業
者
が
運
営
し
て
い

ま
す
。
市
内
に
は
、　

年
７
月

１７

市内認証保育所（開所予定を含む）
問い合わせ事業開始年月日定員最寄り駅所在地開所時間施設名称

�３７９－１８８０番１７年７月１日３０人稲城東長沼
３１０７の１

午前７時
～午後９時

ピノキオ幼児舎稲
城園

�３７９－７７２０番９月１日３０人南多摩大丸
１０２５の３

午前７時
～午後９時稲城 雲母 保育園

きらら

キッズプラザアス
ク本部　坂本
�０３－５１５５－５０３１番

１０月１日
（予定）３０人矢野口矢野口

３８７の１
午前７時３０分
～午後１０時

（開所予定）
キッズプラザアス
クやのくち園

ラフ・クルー　横田
�０３－５３１４－１１９０番

１１月１日
（予定）３０人若葉台若葉台

２の４の４
午前７時～
午後８時３０分

（開所予定）
ラフ・クルー若葉台園
※（開所予定）とある施設は、都への認証申請手続き中のものです。

と　

年
９
月
に
そ
れ
ぞ
れ
１
カ

１８
所
開
所
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

　

月
以
降
に
２
カ
所
が
開
所
す

１０る
予
定
で
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

各
市
内
認
証
保
育
所

表１　障害福祉サービスの体系

内　容　な　どサービスの名称区
分 新（１０月～）旧（～９月）

居宅において入浴、排せつ、食事などの介護などを提供するもの居宅介護（ホームヘルプ）

介
護
給
付

重度の肢体不自由者で常時介護を要する方に居宅において入浴、排せつ、食事などの介
護や外出時における移動中の介護等を提供するもの

重度訪問介
護－

知的障害や精神障害により行動上著しい困難を有する障害者等で常時介護を要する方に、行動する
際に生じる危険を回避するために必要な援護、外出時における移動中の介護などを提供するもの行動援護

医療を要する障害者で常時介護を要する方に、病院等への長期入院による医学的管理の
下、食事や入浴、排せつ等の介護や日常生活上の相談支援などを提供するもの療養介護－

常時介護を要する障害者に、障害者支援施設等の施設で入浴、排せつ、食事の介護、創
作的活動、生産活動の機会の提供などを行うもの生活介護－

障害児に肢体不自由児施設などの施設において日常生活における基本的な動作の指導、
集団生活への適応訓練等を提供するもの児童デイサービス

居宅で介護する方の疾病などにより、障害者支援施設等の施設への短期間の入所を必要と
する障害者等に、短期間の入所により、入浴、排せつ、食事の介護などを提供するもの短期入所

常時介護を要する障害者等で介護の必要の程度が著しく高い方に、居宅介護などの障害
福祉サービスを包括的に提供するもの

重度障害者
等包括支援－

障害者に共同生活を営むための住居で入浴、排せつ、食事の介護などを提供するもの共同生活介護－

外出時における移動中の介護－外出介護

施設に入所している障害者に、入浴、排せつ、食事の介護などを提供するもの施設入所支援－
障害者に自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう、一定の期間、身体機
能、生活能力の向上のために必要な訓練などを行うもの自立訓練－

訓
練
等
給
付

就労を希望する障害者に、一定の期間、生産活動等の活動の機会の提供を通じて、就
労に必要な知識、能力の向上のために必要な訓練などを行うもの

就労移行支
援－

就労の機会を提供するとともに、生産活動などの活動の機会の提供を通じて、知識、能
力の向上のために必要な訓練などを提供するもの

就労継続支
援－

地域において共同生活を営む障害者に、住居における相談などの日常生活上の援助を行うもの共同生活援助
注１　改正前の身体障害者福祉法及び知的障害者福祉法に基づく各指定施設サービスは、経過措置により障害福祉サービスとみなされます。
注２　外出介護は、１０月から地域生活支援事業の移動支援事業として実施します。

����������	��������	

障害者の障害者の
福祉サービス福祉サービス

▽問い合わせ　障害福祉課障害福祉係

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

出出
産産
育育
児児

一一
時時
金金

国民健康保険国民健康保険

�������������

�����������������������

�����������������������

助
成
し
ま
す

助
成
し
ま
す

認認
証証
保保
育育
所所保保

育育
料料

表２　１０月から地域生活支援事業に移行する主な事業の概要
利用者の負担制度の主な変更点事業概要事業名区分

なしなし障害者への一般相談障害者相談支援事業
相談支援事業

なしなし公的保証人制度の利用支援住宅入居支援事業

なしなし手話通訳者の派遣事業手話通訳者派遣事業コミュニケーシ
ョン支援事業

利用料の原則１割（生活保護世
帯は無料。低所得者は経過措置
により３％に軽減）

９月までの外出介
護からの移行外出のための支援移動支援事業

基準額の１割（月額負担上限あ
り。生活保護世帯は無料。スト
マ用具は非課税世帯も無料）

補装具からの移行
を含む品目及び基
準の一部変更

日常生活用具（ストマ用具
・住宅設備改善を含む）の
給付費の支給

日常生活用具給付
費支給事業

そ
の
他
の
事
業

１回６００円（生活保護世帯は無料）なし訪問・通所による入浴サービスの提供訪問入浴サービス事業

更生訓練費は利用料の原則１割
（生活保護世帯は無料）申請手続きが必要施設入所者に対する更生訓練

費および就職支度金の支給

更生訓練費・施設
入所者就職支度金
給付事業

上限額を超える額なし自動車教習費の一部助成自動車教習費助成事業

上限額を超える額なし自動車改修費の一部助成自動車改造費助成事業

注　これ以外に地域活動支援センターにおける各種団体による生産活動などのサービスなどがありますが、当面、実費以外の利用者負担は発生しません。

就
学
時
健
康
診
断

就
学
時
健
康
診
断

　
　

年
４
月
に
小
学
校
に
入
学

１９
す
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
健
康

診
断
を
行
い
ま
す
。
こ
の
健
康

診
断
は
、
お
子
さ
ん
の
心
身
の

健
康
状
態
を
確
認
し
、
保
健
上

必
要
な
助
言
・
指
導
を
行
う
も

の
で
す
。
対
象
者
に
は
、　

月
１０

初
旬
ま
で
に
通
知
書
を
郵
送
し

ま
す
。

※
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
や

国
立
・
私
立
の
小
学
校
に
就
学

を
希
望
す
る
場
合
は
、
必
ず
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
会
場
・
期
日　

左
表
の
と
お

り▽
受
付
時
間　

１
時　

分
〜
２

４５

時▽
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課

学
務
係

就学時健康診断
期　日会場（所在地区）

１１月２４日（金）稲城第一小学校（東長沼）
１１月１３日（月）稲城第二小学校（坂浜）
１０月１６日（月）稲城第三小学校（大丸）
１２月４日（月）稲城第四小学校（押立）
１０月２３日（月）稲城第六小学校（大丸）
１１月６日（月）稲城第七小学校（矢野口）
１０月２７日（金）向陽台小学校（向陽台）
１１月２０日（月）城山小学校（向陽台）
１０月１９日（木）長峰小学校（長峰）
１１月９日（木）若葉台小学校（若葉台）
１１月３０日（木）平尾小学校（平尾）

このような時には届け出を
手続きに必要なものこのような時

・他の市区町村の転出証明書、印鑑・他の市区町村から転入してきた時

国保に
加入する時

・職場の健康保険の資格喪失証明書、身
分を証明できるもの、印鑑

・職場の健康保険を脱退した時

・職場の健康保険の資格喪失証明書、身
分を証明できるもの、印鑑

・職場の健康保険の被扶養者でなくなっ
た時

・保険証、通帳、印鑑・子供が生まれた時
・保護廃止決定通知書、印鑑・生活保護を受けなくなった時
・保険証・他の市区町村に転出する時

国保を
脱退する時

・国保と職場の保険証（両方必要）・職場の健康保険に加入した時
・国保と職場の保険証（両方必要）・職場の健康保険の被扶養者になった時
・保険証、通帳、印鑑、葬儀の領収書または会
葬礼状（葬儀を行ったことが分かるもの）

・国保の被保険者が死亡した時

・保険証、保護開始決定通知書・生活保護を受けるようになった時
・保険証、年金証書（年金手帳ではありません）・退職者医療制度の対象となった時

その他
・保険証・住所、世帯主、氏名、世帯構成が変わった時
・保険証、在学証明書、印鑑、住民票　
（住民登録を変更している場合）

・修学のため、別に住所を定める時

・身分を証明できるもの、印鑑・保険証を紛失した時
※身分を証明できるものとは、本人または届け出人の運転免許証、パスポートなどです。これらを
お持ちでない場合は、領収印のある国民健康保険税の納税通知書をお持ちください。

※外国籍の方が加入・脱退する時は、それぞれの手続きに必要なもののほか、外国人登録証明書、パ
スポートが必要になります。
※通帳は、出産育児一時金や葬祭費を振り込むために口座番号などを確認するためのものです。



１８・９・１５ 代表電話は３７８－２１１１番　（４）

　

市
と
八
王
子
社
会
保
険
事
務

シルバーパス申込所

申込日・時間申込所

月初めの５日間・９時～正午、
１時～５時
※土・日曜日・祝日を除く。
〔１０月は１０月２日（月）～６日（金）〕

シルバー人材センター
（地域振興プラザ内）
�３７７－２２１２番

毎日・午前８時～午後８時

小田急バス新百合ヶ丘案内所
（小田急線新百合ヶ丘駅

バスロータリー内）
�０４４－９５２－１２８０番

納期限　１０月２日

国民健康保険税
（第２期）

安全！納税！
口座振替 !!

▽問い合わせ
　　　　納税課納税係

所
で
は
、　

年
８
月
分
以
降
の

１６

国
民
年
金
保
険
料
未
納
分
の
納

付
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

わ
ず
か
な
未
納
分
の
た
め
に

年
金
が
も
ら
え
な
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
分
割
し
て
納
め

る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
未

納
分
が
あ
る
方
は
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
対
象
と
な
る
方
に
は
、

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
郵
送
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
同
時
に
国
民

年
金
制
度
の
仕
組
み
や
届
け
出

の
方
法
な
ど
の
相
談
窓
口
も
開

設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

９
月　

日（
水
）

２７

▽
時
間　
　

時
〜
３
時

１１

▽
会
場　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

　

国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免

除
、
半
額
免
除
、
若
年
者
納
付

猶
予
及
び
学
生
納
付
特
例
申
請

の
受
付
期
間
が　

月
ま
で
延
長

１０

さ
れ
、　

年
４
月
か
ら　

年
６

１７

１８

月
ま
で
の
期
間
（
学
生
納
付
特

例
に
つ
い
て
は
、　

年
４
月
か

１７

ら　

年
３
月
ま
で
の
期
間
）
の

１８
う
ち
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
期

間
が
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

希
望
す
る
方
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　

歳
以
上
の
都
民
の
方
に
、

７０

申
し
込
み
に
よ
り
、
都
内
民
営

バ
ス
、
都
バ
ス
、都
営
地
下
鉄
、

都
電
を
利
用
で
き
る
「
東
京
都

シ
ル
バ
ー
パ
ス
」
を
発
行
し
ま

す
。　

歳
に
な
る
月
の
初
日
か

７０

ら
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以

７０

上
の
方

※
寝
た
き
り
の
方
を
除
く
。

▽
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
有
効
期
間

　

月
１
日
〜　

年
９
月　

日

１０

１９

３０

▽
必
要
書
類
・
費
用

①　

年
度
住
民
税
が
非
課
税
の

１８
方
＝
身
分
が
確
認
で
き
る
も
の

（
保
険
証
ま
た
は
運
転
免
許
証

な
ど
）
及
び
次
の
い
ず
れ
か
の

書
類
〔　

年
度
ま
た
は　

年
度

１７

１８

住
民
税
非
課
証
明
書
、　

年
度

１７

介
護
保
険
料
納
入（
決
定
）通
知

書
の
所
得
段
階
区
分
欄
に「
１
」

〜
「
３
」
の
い
ず
れ
か
が
記
載

さ
れ
た
も
の
、　

年
度
介
護
保

１８

険
料
納
入（
決
定
）通
知
書
の
所

得
段
階
区
分
欄
に「
１
」〜「
４
」

の
い
ず
れ
か
が
記
載
さ
れ
た
も

の
、
生
活
保
護
受
給
証
明
書
〕

・
１
千
円

②　

年
度
住
民
税
が
非
課
税
で

１７

　

年
度
住
民
税
が
課
税
の
方
＝

１８身
分
が
確
認
で
き
る
も
の
（
保

険
証
ま
た
は
運
転
免
許
証
な
ど
）

及
び
次
の
い
ず
れ
か
の
書
類〔　
１７

年
度
住
民
税
非
課
税
証
明
書
、

　

年
度
介
護
保
険
料
納
入
（
決

１７定
）
通
知
書
の
所
得
段
階
区
分

欄
に
「
１
」
〜
「
３
」
の
い
ず

れ
か
が
記
載
さ
れ
た
も
の
〕
・

１
千
円

③　

年
度
・　

年
度
と
も
住
民

１７

１８

税
が
課
税
の
方
＝
身
分
が
確
認

で
き
る
も
の
（
保
険
証
ま
た
は

運
転
免
許
証
な
ど
）
・
２
万　
５１０

円▽
申
し
込
み
方
法　

右
表
の
申

込
所
に
必
要
書
類
と
費
用
を
持

参
し
て
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い（
即
日
発
行
し
ま
す
）。

▽
問
い
合
わ
せ　

市
役
所
高
齢

福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、　

東
京

（社）

バ
ス
協
会　

�　

・
５
３
０
８

０３

・
６
９
５
０
番

　

会
社
や
官
庁
な
ど
を
退
職
し

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
を
受
け

て
い
る
方
で
、
次
の
要
件
に
該

当
す
れ
ば
、
退
職
者
医
療
制
度

（
青
色
の
国
民
健
康
保
険
証
）に

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

す
で
に
年
金
の
受
給
権
が
あ

っ
て
、
ま
だ
退
職
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
年

金
証
書
と
国
民
健
康
保
険
証
を

持
参
し
、
保
険
年
金
課
ま
た
は

平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
で
加
入

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
退
職
者
医
療
制
度
に

該
当
し
た
方
の
扶
養
者
の
方
で

年
間
の
収
入
が
１
３
０
万
円
以

下
の
方
は
、
退
職
者
医
療
制
度

の
被
扶
養
者
に
該
当
し
ま
す
の

で
、
国
民
健
康
保
険
証
を
持
参

し
て
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方　

①
す
で
に
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
、
ま

た
は
こ
れ
か
ら
加
入
す
る
方　

②
老
人
保
健
医
療
制
度
の
適
用

を
受
け
て
い
な
い
方　

③
厚
生

年
金
や
各
種
共
済
組
合
な
ど
の

老
齢（
退
職
）年
金
受
給
権
が
発

生
し
て
い
て
、
そ
の
加
入
期
間

が　

年
以
上
、
ま
た
は　

歳
以

２０

４０

降
で　

年
以
上
あ
る
方

１０

▽
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
係

　

今
回
は
８
月
４
日
付
で
公

表
し
た
事
業
者
募
集
資
料
の

中
か
ら
、
運
営
業
務
（
こ
の

事
業
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
）

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

運
営
業
務
の
区
分

　

こ
の
事
業
で
は
、
運
営
業

務
を
、
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
」

と
「
付
帯
事
業
」
の
二
つ
に

区
分
し
て
い
ま
す
。

 
公
共
サ
ー
ビ
ス

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、
新
文

化
セ
ン
タ
ー
事
業
で
必
要
と

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
市
が
要

求
水
準
に
よ
り
最
低
限
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
提
示
し
、

事
業
者
か
ら
提
案
を
求
め
ま

す
。
新
文
化
セ
ン
タ
ー
事
業

で
提
供
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
な

お
、
市
役
所
出
張
所
を
除
く
公

共
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
は

民
間
事
業
者
が
見
積
も
り
、
落

札
事
業
者
は
市
か
ら
の
支
払
い

に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。

○
施
設
全
体
に
関
す
る
サ
ー
ビ

ス○
生
涯
学
習
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

ホ
ー
ル
、
児
童
・
青
少
年
に
共

通
す
る
サ
ー
ビ
ス

○
ホ
ー
ル
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス

○
児
童
青
少
年
に
関
す
る
サ
ー

ビ
ス

○
図
書
館
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス

○
市
役
所
出
張
所
サ
ー
ビ
ス

※
市
役
所
出
張
所
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
市
が
直
接
職
員
を

配
置
し
て
直
接
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
行
い
ま
す
。

　

市
役
所
出
張
所
サ
ー
ビ
ス
を

除
く
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

つ
い
て
は
、
更
に「
基
本
事
業
」

と
「
自
主
事
業
」
の
二
つ
を
位

置
付
け
、
次
の
考
え
に
基
づ
き

民
間
事
業
者
に
事
業
（
サ
ー
ビ

ス
）の
提
供
を
求
め
て
い
ま
す
。

イ　

基
本
事
業

　

こ
の
事
業
は
、
既
存
文
化
セ

ン
タ
ー
、
児
童
館
、
図
書
館
分

館
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
も

の
で
す
の
で
、
既
存
館
共
通
で

提
供
し
て
い
る
事
業
（
サ
ー
ビ

ス
）
を
基
本
事
業
と
位
置
付
け

て
い
ま
す
。
基
本
事
業
で
は
、

市
が
生
涯
学
習
推
進
計
画
な
ど

に
基
づ
き
条
件
を
提
示
し
、
民

間
事
業
者
か
ら
具
体
的
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
事
業
の
開
催
日
時
、

回
数
、
演
者
、講
師
選
定
な
ど
）

の
提
案
を
求
め
ま
す
。

ロ　

自
主
事
業

　

生
涯
学
習
推
進
計
画
な
ど
に

基
づ
く
基
本
事
業
以
外
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
指
し
ま
す
。

基
本
事
業
は
既
存
文
化
セ
ン
タ

ー
共
通
で
行
っ
て
い
る
事
業
を

指
す
の
に
対
し
、
自
主
事
業
は

各
地
域
館
独
自
で
行
っ
て
い
る

地
域
の
特
性
に
あ
っ
た
事
業
を

指
し
ま
す
。
自
主
事
業
で
は
地

域
館
の
特
性
に
あ
っ
た
事
業（
サ

ー
ビ
ス
）
の
提
供
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
基
本
事
業
の
よ

う
に
市
か
ら
の
詳
細
な
条
件
提

示
は
せ
ず
、
生
涯
学
習
推
進
計

画
な
ど
に
基
づ
く
大
枠
で
の
考

え
方
を
提
示
し
、
事
業
者
か
ら

幅
広
い
提
案
を
受
け
付
け
ま
す
。

ハ　

そ
の
他

　

既
存
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
や
職
員

自
ら
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、

講
師
料
な
ど
の
費
用
を
か
け
な

い
事
業（
サ
ー
ビ
ス
）も
頻
繁
に

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
も
民
間
事
業
者
に
積

極
的
に
行
っ
て
も
ら
う
た
め
、

事
業
者
選
定
の
際
の
落
札
者
決

定
基
準
で
は
、
こ
の
部
分
の
評

価
に
つ
い
て
大
き
な
配
点
を
し

て
い
ま
す
。

 
付
帯
事
業

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
こ
と
な
ど
を
条
件
と

し
、
民
間
事
業
者
自
ら
の
企
画

と
責
任
に
よ
り
行
う
収
益
事
業

で
す
。
付
帯
事
業
は
収
益
事
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
は
費
用

を
一
切
負
担
し
ま
せ
ん
。

　

付
帯
事
業
が
実
施
さ
れ
る
場

合
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
の
相
乗

効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
が
、

市
は
あ
く
ま
で
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
重
視
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
部
分
は
、
応
募
の
際
、
民

間
事
業
者
の
任
意
提
案
と
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
付
帯
事
業
は

「
民
間
主
催
事
業
」
と
「
併
設

事
業
」
の
二
つ
に
区
分
し
て
い

ま
す
。

イ　

民
間
主
催
事
業

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
行
う
事

業
で
す
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
基

本
事
業
、
自
主
事
業
が
生
涯
学

習
推
進
計
画
な
ど
に
基
づ
く
の

に
対
し
、
民
間
主
催
事
業
は
こ

の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
事

業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
企
画

力
に
よ
り
行
わ
れ
る
収
益
事
業

で
す
。

 （仮称）
新文化センター
建設に向けて⑧

▽問い合わせ　　　　
　　　　生涯学習課社会教育係

事業スケジュール�

１５
年
度
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
立
ち
上
げ�

基
本
構
想
案
検
討（
公
募
に
よ
る
市
民
参
加
）�

�

１６
年
度
　
建
設
協
議
会
立
ち
上
げ�

基
本
構
想
案
検
討�

（
市
民
及
び
学
識
経
験
者
）�

�

１６
年
度
　
基
本
構
想
策
定�

�

１６
年
度
　
事
業
手
法
調
査�

基
本
計
画
策
定�

�

１７
年
度
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
準
備�

計
画
詳
細
検
討
・
要
求
水
準
書�

案
作
成
な
ど�

�

実
施
方
針
な
ど
の
公
表（
５
月
１５
日
）�

�

特
定
事
業
の
選
定
・
入
札
公�

告
公
表（
８
月
）�

【
募
集
資
料
の
公
表
】�

�

事
業
者
提
案
受
付（
１０
月
）�

�

提
案
審
査
期
間（
１１
月
〜
１２
月
）�

�

優
秀
提
案（
事
業
者
）選
定�

（
１２
月
〜
１９
年
１
月
）�

�

仮
契
約�

�

本
契
約（
議
会
承
認
）�

（
１９
年
６
月
〜
７
月
）�

�

設
計
・
着
工
・
工
事
期
間�

�

２１
年
秋
オ
ー
プ
ン（
予
定
）�

�
ＰＦＩ手法の手続き�
�１８年度�

ロ　

併
設
事
業

　

民
間
事
業
者
が
任
意
に
建
物

を
合
築
し
、
そ
の
ス
ペ
ー
ス
で

行
う
収
益
事
業
で
す
。
な
お
建

物
を
合
築
す
る
場
合
、
施
設
規

模
は
お
お
む
ね
２
千
㎡
以
下
と

し
、
住
宅
、
青
少
年
に
有
害
な

影
響
を
与
え
る
興
行
、
物
販
、

サ
ー
ビ
ス
は
提
案
で
き
な
い
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
公
表
資
料
で
は
各
サ

ー
ビ
ス
に
お
け
る
基
本
事
業
、

自
主
事
業
の
事
業
名
、
内
容
な

ど
の
詳
細
を
公
表
し
て
い
ま
す

（
入
札
説
明
書
資
料
３
）。
入
札

説
明
書
を
始
め
、
こ
の
事
業
の

基
本
構
想
、基
本
計
画
の
概
要
、

皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
意
見
及
び

そ
の
回
答
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
に
基

づ
く
各
種
公
表
資
料
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
文
化
セ

ン
タ
ー
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
、P

riv
a
te

F
in
a
n
c
e
In
itia
tiv
e

（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
）
の
略
で
、
公
共
施

設
の
建
設
、
維
持
管
理
や

運
営
な
ど
を
、
民
間
の
知

識
や
情
報
、
資
金
を
導
入

す
る
手
法
の
こ
と
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



 
保
険
料
の
免
除
、
猶
予

学
生
納
付
特
例
申
請 

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
　

市
役
所
保
険
年
金
課
年
金
係
、
八
王
子
社
会
保
険
事
務
所

　
　

�　

・　

・
３
５
１
１
番

０４２

６２６

�
�
�
�
�
�
�

 
保
険
料
の

　
　

納
付
窓
口
と
相
談
窓
口



１８・９・１５（５）　代表電話は３７８－２１１１番

まちの話題を集める

地域や学校の話題をお寄せください。　秘書広報課広報広聴係

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

�

　

・
３
８
０
０
番

３７８

名（
１
通
１
コ
ー
ス
）･
住
所
･

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）･
年
齢
･
性

別
･
電
話
番
号
を
記
入
し
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

９
月　

日
必
着

２２

▽
申
し
込
み　

稲
城
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

〒　

・　
２０６

０８０２

稲
城
市
東
長
沼
２
１
１
２
の
１

▽
期
日　

９
月　

日（
火
）

２６

▽
時
間　

３
時
〜
５
時

▽
会
場　

日
野
青
色
申
告
会
館

（
日
野
市
上
田　

）
２２０

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

３０

※
１
世
帯
一
人
に
限
り
ま
す
。

※
会
員
以
外
の
方
も
参
加
で
き

ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

９
月　

日（
木
）〜　

２８

３０

日（
土
）

▽
時
間　
　

時
〜
４
時

１０

▽
会
場　

総
合
体
育
館
ロ
ビ
ー

▽
協
力　

大
丸
野
草
の
会

グ
リ
ー
ン�

ウ
ェ
ル
ネ
ス�

　
　
　
財
団�

グ
リ
ー
ン�

ウ
ェ
ル
ネ
ス�

　
　
　
財
団�

　８月２６日・２７日の２日間、タイ・バ
ンコクで開かれた「第４０回インターナ
ショナル・チルドレンズ・ゲーム」の
新体操の部に、稲城ＲＧ（新体操クラ
ブ）に所属する金子彩香さんと畠山愛
理さんが出場し、５カ国中４位の成績
を収めました。「国際交流」を目的と
するこの大会の出場資格は１１歳から１５
歳までで、新体操をはじめ水泳や陸上
など１０種目の競技が行われました。所
属クラブの波多野コーチは「世界各国
の選手と交流できる絶好の機会。自分
の持てる力を十分に発揮してほしい」
と思い、２人の出場を決めたそうです。
　リボンの演技に憧れ、小学５年生か

ら新体操を始めたという金子さん。一
方、体を動かすのが好きな畠山さんは、
小学１年生の時にお母さんの勧めで始
めました。毎日練習に励む２人は、今
ではクラブを代表する選手です。
　試合では、金子さんは得意のクラブ
（こん棒）で、畠山さんは得意のフープ
で決勝まで進みましたが、思わぬトラ
ブルやミスがあり、４位になってしま
いました。２人は「初めての国際大会
で緊張して、会場では思うように調整
できなかった。外国人選手のレベルも
高かった」と試合を振り返ります。こ
の機会に、選手同士でプレゼントを交
換したり、タイの選手たちとお菓子を
食べながらおしゃべりしたりと、楽し
い思い出もたくさんできたそうです。
　「大会での経験を次の試合に生かせ
るよう、これからもがんばっていきた
い」と、さわやかな笑顔で話す２人の
目は、一層輝いていました。

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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稲城第一中学校3年

金子彩香さん（大丸）
向陽台小学校6年

畠山愛理さん（向陽台）
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就
業
支
援
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

点
訳
講
習
会

野
草
の
展
示
と
写
真
展

�

�
�
�
�
�
�
�

���
 
第
１
回
公
開
セ
ミ
ナ
ー

個
人
事
業
主
の
た
め
の
年
金

稲
城
大
橋
有
料
道
路
を
使
っ
て

　
「
梨
の
里
」
稲
城
へ
行
こ
う
！

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　
!!

�
��

�
��

�

��

��

ごみ指定収集袋の配布

必要書類配布する袋対象区分

児童扶養手当証書
特別児童扶養手当
証書など

燃えるごみ用・燃えない
ごみ用指定収集袋
※世帯人数により、袋の
大きさが変わります。

○生活保護受給世帯
○児童扶養手当受給
世帯
○特別児童扶養手当
受給世帯

減
免
世
帯

 罹 災   証明
り さい

被害程度に応じてごみ指
定収集袋を配布

火災などの災害を受
けた方

初めての方は、被
保険者証、母子健
康手帳、身体障害
者手帳、愛の手帳
など

おむつ専用袋を一定枚数
配布
※社会福祉協議会で、お
むつ支給事業を受けてい
る方は、おむつと一緒に
配達されます。

○４歳未満の乳幼児
○６５歳以上の高齢者
○障害のある方

お
む
つ
使
用
者

▽
職
種　

調
理
員

▽
募
集
人
員　

１
人

▽
対
象　
　

歳
以
下
の
方

５０

▽
勤
務
時
間　

９
時　

分
〜
午

３０

後
６
時　

分
１５

▽
応
募
方
法　

履
歴
書
を
持
参

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

市
立

病
院
管
理
課　

〒　

・　

稲
城

２０６

０８０１

市
大
丸
１
１
７
１　

�　

・
０

３７７

９
３
１
番

就業支援パソコン講習会
時間期日コース

９時３０分～１２時３０分１０月３日（火）～６日（金）①初めての文字入力

９時４５分～１２時４５分１０月７日（土）・８日（日）
・１４日（土）・１５日（日）②エクセル入門

１時３０分～４時３０分１０月７日（土）・８日（日）
・１４日（土）・１５日（日）③ワード入門

９時３０分～１２時３０分１０月１０日（火）～１３日（金）④インターネット入門

９時３０分～１２時３０分１０月１７日（火）～２０日（金）⑤ワード入門

９時３０分～１２時３０分１０月２４日（火）～２７日（金）⑥エクセル入門

　

東
京
都
道
路
公
社
と
Ｊ
Ａ
東

京
み
な
み
稲
城
支
店
で
は
、
９

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
間
に
、

１５

３０

稲
城
大
橋
有
料
道
路
を
利
用
し

て
稲
城
市
内
で
梨
を
購
入
し
た

方
に
、
無
料
通
行
券
を
進
呈
す

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
通
行
領
収
書
２
枚
で

稲
城
の
梨
「
新
高
」
が
当
た
る

抽
選
も
行
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
道
路

公
社　

�　

・
５
３
２
５
・
４

０３

３
８
１
番
、h

ttp
:/
/
w
w
w
.

tm
rp
c.or.jp

/

障
害
者
就
職
面
接
会

▽
期
日　
　

月　

日（
金
）

１０

２０

▽
時
間　

１
時
〜
４
時

※
受
け
付
け
は
３
時　

分
ま
で
。

３０

▽
会
場　

町
田
市
立
総
合
体
育

館（　

成
瀬
駅
下
車
）

JR

▽
参
加
企
業
数（
予
定
）　
　

社
３４

▽
費
用　

無
料

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
（
�　

・
９
６
０

３６０

０
番
）
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
府
中　

専
門
援

助
第
２
部
門　

�　

・
８
６
５

３３６

２
番

�
�
�
�
�
�

 
第　

回
東
京
都

１７５
都
市
計
画
審
議
会 

き
の
往
信
面
に
、
住
所
、
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
一
人
１
通
の
み
有
効

▽
申
込
期
限　
　

月　

日
消
印

１０

３１

有
効

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
計
画

課（
〒　

・　

）　

�　

・
５
３

１６３

８００１

０３

８
８
・
３
２
２
５
番
、http

://

w
w
w
.m
etro.tok

y
o.jp
/

▽
期
日　

９
月　

日（
木
）

２８

▽
時
間　

１
時　

分
〜
４
時　

３０

３０

分▽
会
場　

調
布
市
グ
リ
ー
ン
ホ

ー
ル（
調
布
駅
下
車
）

※
直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
内
容　

基
調
講
演
「
今
日
か

ら
で
き
る
認
知
症
予
防
」
〔
講

師
＝
矢
富
直
美
氏
（
東
京
都
老

人
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
）〕、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
住
民
の
住
民

に
よ
る
住
民
の
た
め
の
認
知
症

予
防
」

▽
定
員　

１
千　

人（
先
着
順
）

３００

▽
費
用　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
老
人

�
�
�
�
�
�
�

 
認
知
症
に
強
い
ま
ち
を
作
ろ
う
！

▽
期
間　
　

月　

日（
水
）〜　

１２

２０

１９

年
１
月
初
旬

▽
勤
務
場
所　

多
摩
郵
便
局
ま

た
は
稲
城
・
多
摩
市
内
の
団
地

配
達
作
業
所

▽
内
容　

郵
便
物
の
配
達
、
区

分
け
作
業

▽
対
象　

平
成
３
年
４
月
２
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

▽
申
し
込
み
方
法　

平
日
の
９

時
か
ら
５
時
ま
で
の
間
に
、
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
説
明
会　

９
月　

日（
土
）、

３０

　

月
１
日（
日
）・
１
時
〜
５
時

１０・
多
摩
郵
便
局
（
多
摩
セ
ン
タ

ー
駅
下
車
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

多
摩
郵
便
局
総
務
課　

�　

・
３７４

６
４
２
１
番

�
�
�
�
�

 
年
末
年
始
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

総
合
研
究
所　

�　

・
３
９
６

０３

４
・
３
２
４
１
番
、h

ttp
:/
/

w
w
w
.tm
ig
.o
r.jp
/

ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

日
野
青
色
申
告
会
事
務
局　

�

　

・　

・
１
１
８
８
番

０４２

５８４

▽
期
日　
　

月　

日（
木
）

１１

１６

▽
時
間　

１
時　

分
〜

３０

▽
会
場　

都
庁
会
議
室

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）　

１５

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が

　

市
内
の
野
山
に
咲
く
愛
ら
し

い
野
草
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　

初
心
者
向
け
の
点
訳（
点
字
）

講
習
会
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

点
字
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　
　

月　

日（
木
）〜　

１０

１９

１２

月　

日（
木
）の
毎
週
木
曜
日（　

２８

１１

月　

日（
祝
）を
除
く
全　

回
）

２３

１０

▽
時
間　
　

時
〜
正
午

１０

▽
会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
定
員　
　

人
程
度

２０

▽
費
用　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
、

点
字
用
紙
代
は
実
費
）

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

▽
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以

６０

上
の
方

▽
コ
ー
ス
・
期
日
・
時
間　

下

表
の
と
お
り

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

▽
定
員　

各　

人（
抽
選
）

１６

▽
費
用　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

実
費
）

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が

き
の
往
信
面
に
、
希
望
コ
ー
ス

シルバー
人材
センター
申し込み・問い合わせ
� ３７７・２２１２番

社会福祉社会福祉
協議会協議会
からから

　
　

月
２
日（
月
）か
ら
、　

年

１０

１８

度
下
半
期
分
の
ご
み
指
定
収
集

袋
を
配
布
し
ま
す
。
対
象
と
な

る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

左
表
の
と
お
り

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

環
境

課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

��������	
��

����������������		

����

　テニスコートの利用を申し込む
際には、身分を証明する物（運転
免許証、学生証、国民健康保険証
など）の提示が必要ですが、個人
登録をすることで、これらの提示
は不要となり、受け付けをスムー
ズに行うことができます。
　皆さんが公平に、快適にテニス
コートを利用できるよう、ぜひ個
人登録をしてください。

▽対象　市内在住・在勤・在学の
高校生以上の方

▽問い合わせ　体育課体育係

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

ご
み
指
定
収
集
袋

ご
み
指
定
収
集
袋

��

�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
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　近年、青少年を取り巻く環境が悪化
する中、７月２８日（金）に稲城市青少年
育成地区委員会が青少年の環境浄化活
動の一環として、警察・関係団体と協
力して市内で一斉に夜間パトロールを
行い、２０２人の方が参加しました。
　当日は、夜中まで遊んでいる子供た
ちを見かけることはほとんどありませ
んでしたが、公園などでは青少年の健
全育成にふさわしくない雑誌などの回
収を行い、一定の成果がありました。
　今後も家庭・地域・行政が一体とな
り、より良い環境づくりを心がけまし
ょう。

▽問い合わせ
　　　　　生涯学習課社会教育係

▲

写
真
右
か
ら
、
波
多
野
コ
ー
チ
、

畠
山
さ
ん
、
金
子
さ
ん（
試
合
会
場
で
）



１８・９・１５ 代表電話は３７８－２１１１番　（６）

古紙配合率100％再生紙を使用しています。�

▽
期
日　
　

月　

日（
月
）

１０

２３

▽
時
間　

９
時
〜
正
午

▽
会
場　

第
三
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
に
住
民
登
録
の
あ

る
、
検
診
日
現
在　

歳
以
上
で

３５

前
回
検
診
月
か
ら
１
年
以
上
経

過
し
て
い
る
方

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、
治
療

中
、
妊
娠
中
の
方
を
除
く
。

▽
検
査
方
法　

バ
リ
ウ
ム
に
よ

る
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

４４

※
抽
選
結
果
は
期
日
の
２
週
間

前
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。　

▽
申
し
込
み
方
法　

は
が
き（
記

入
例
参
照
）
ま
た
は
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
（h

ttp
s://w

w
w
.

e

‐tok
y
o.lg
.jp

）
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

９
月　

日
必
着

２２

「胃がん検診受診希望」

１．１０月２３日（月）

２．第三文化センター

３．住所

４．氏名（フリガナ）

５．生年月日（年齢）

６．電話番号

７．前回検診年月日

※初めての方は「初診」

と書いてください。

▼

は
が
き
記
入
例（
裏
面
）

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
人権・身の上相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

金９／１５

女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係土１６

＋休日急病診療所 高クリニック（平尾）９時～５時��３３１－８２０１日○１７ 
敬老の日
＋休日急病診療所 もりこどもクリニック（若葉台）９時～５時��３５０－６９７７

月○１８ 
定期健康相談 ９時～１１時（予約必要） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
くらしの書類作成相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火１９

１歳６カ月児健康診査（１７年２月生まれ） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
住宅リフォーム相談 １時～４時 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター
高齢者・障害者の権利擁護相談 １時３０分～４時３０分（予約随時） 福祉センター

水２０

３歳児健康診査（１５年８月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
税務相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木２１

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係金２２

秋分の日
＋休日急病診療所　矢野口クリニック（矢野口）９時～５時��３７９－０９３９
休日窓口　８時３０分～正午・１時～５時　市民課、保険年金課、課税課、納税課

土○２３ 

＋休日急病診療所　立花こどもクリニック（東長沼）９時～５時 �３７８－７２７７ 日○２４ 
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係月２５

４カ月児健康診査（１８年５月生まれ） 保健センター
定期健康相談 ９時～１１時（予約必要） 保健センター
交通事故相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火２６

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
不動産相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 平尾出張所
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター

水２７

離乳食調理講習会（１８年４月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木２８

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係金２９

土３０

＋休日急病診療所　平尾内科クリニック（平尾）９時～５時 �３３１－８２２１ 日１０／○１ 
※（予約必要）の相談は、前日の午前８時３０分から予約を受け付けます。１９日（火）
の法律相談、くらしの書類作成相談は、１５日（金）に予約を受け付けます。経済課
消費生活係の相談　�３７８－２２８６番

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ    
稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

 
〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
１

２０６

０８０４

１１２

�　

・

３
４
２
１
番　

３７８

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

　

「
か
ぜ
を
ひ
い
て
の
ど
が

痛
い
」
・
・
・
誰
も
が
経
験

し
た
こ
と
が
あ
る
症
状
だ
と

思
い
ま
す
。
軽
い
も
の
で
あ

れ
ば
自
然
に
、
ま
た
は
市
販

薬
な
ど
で
軽
快
し
て
し
ま
う

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、

今
回
は
、
放
置
す
る
と
危
険

な
、
の
ど
の
炎
症
性
疾
患
の

代
表
的
な
も
の
に
つ
い
て
述

べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

発
熱
、 
咽  
頭 
痛
と
い
っ
た

い
ん 
と
う

初
期
症
状
が
さ
ら
に
悪
化
し
、

次
の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
て

い
ま
せ
ん
か
。
①
痛
み
が
左

右
ど
ち
ら
か
の
の
ど
に
偏
っ

て
い
る　

②
そ
の
側
の
耳
が

痛
い　

③
口
が
開
か
な
い　

④
含
み
声
で
あ
る

　

こ
れ
ら
の
症
状
が
あ
る
場

合
、 
扁  
桃 
周
囲
炎
ま
た
は
扁

へ
ん 
と
う

桃
周
囲 
膿  
瘍 
を
発
症
し
て
い

の
う 
よ
う

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 
口  こう

 
蓋 
扁
桃
（
口
を
開
け
て
口
蓋

が
い垂

の
左
右
に
見
え
る
扁
桃
組

織
）
に
炎
症
が
現
れ
て
い
れ

ば
「
急
性
扁
桃
炎
」
と
診
断

し
、
緊
急
を
要
す
る
も
の
は

少
な
い
で
す
が
、
周
囲
炎
・

周
囲
膿
瘍
は
炎
症
が
さ
ら
に

深
部
に
ま
で
広
が
っ
て
し
ま

っ
た
状
態
で
、
強
力
な
抗
菌

薬
治
療
や
、
場
合
に
よ
っ
て

は
切
開
な
ど
外
科
的
処
置
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
疾
患
を
挙
げ
る

と
し
た
ら「
急
性 
喉  
頭 
蓋
炎
」

こ
う 
と
う

で
し
ょ
う
か
。
読
ん
で
字
の

ご
と
く
喉
頭
の 
蓋 
、
す
な
わ

ふ
た

ち
気
管
へ
の
食
べ
物
の
流
入

を
防
ぐ
蓋
の
様
な
組
織
が
炎

症
の
た
め
腫
れ
あ
が
り
、
激

し
い
咽
頭
痛
と
共
に 
声  
嗄 
れ

こ
え 

が

や
呼
吸
困
難
を
呈
し
ま
す
。

喉
頭
蓋
は
口
を
の
ぞ
く
だ
け

で
は
観
察
で
き
ず
、
特
に
耳

鼻
咽
喉
科
的
診
察
が
必
要
な

疾
患
で
す
。

　

の
ど
は
食
べ
物
の
通
り
道

で
あ
る
と
同
時
に
呼
吸
の
通

り
道
で
も
あ
り
ま
す
。
激
し

い
咽
頭
痛
の
た
め
食
事
は
お

ろ
か 
唾  
液 
の 
嚥  
下 
も
難
し
く

だ 

え
き 

え
ん 

げ

な
る
こ
と
も
問
題
で
す
が
、

こ
れ
ら
の
疾
患
で
特
に
注
意

す
べ
き
こ
と
は
、
呼
吸
の
障

害
で
す
。
特
に
急
激
に
症
状

が
進
行
し
、
窒
息
に
至
り
、

緊
急
気
管
切
開
に
よ
る
気
道

確
保
が
必
要
と
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

単
な
る
の
ど
痛
と
油
断
せ

ず
、
こ
れ
ら
心
当
た
り
の
あ

る
症
状
が
出
現
し
た
場
合
は
、

早
め
に
耳
鼻
咽
喉
科
で
受
診

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

稲
城
市
医
師
会　

高
橋
佳
孝

������
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乳
が
ん
の
発
生
率
は
、
日
本

人
女
性
の　

人
に
１
人
と
急
増

２５

し
、
現
在
、
女
性
の
が
ん
死
亡

原
因
の
ト
ッ
プ
で
す
。

　

多
く
の
機
関
・
団
体
な
ど
で

は
、
乳
が
ん
の
早
期
発
見
・
早

期
診
断
・
早
期
治
療
の
大
切
さ

を
伝
え
る
た
め
、　

月
を
「
乳

１０

が
ん
月
間
」
と
し
、
世
界
共
通

の
マ
ー
ク
「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
」

を
使
っ
た
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
き
生

き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

乳
が
ん
の
早
期
発
見
が
重
要
で

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
乳
が

ん
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
自

己
検
診
法
な
ど
を
身
に
付
け
て

く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

乳
が
ん
に
関
心
の
あ

る
方

▽
期
日　
　

月　

日（
土
）

１０

１４

�
�
�

�
�
�

乳
が
ん
か
ら
身
を

乳
が
ん
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
は

守
る
た
め
に
は

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

▽
時
間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
講
師　

栗
原
英
二
氏
（
稲
城

市
立
病
院
医
師
、
稲
城
市
医
師

会
）

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

１００

▽
費
用　

無
料

▽
申
し
込
み
方
法　

保
健
セ
ン

タ
ー
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
　

月　

日

１０

１３

▽
対
象　

接
種
日
現
在
、
生
後

３
カ
月
以
上
６
カ
月
未
満
の
方

※
生
後
３
カ
月
の
方
に
は
、
通

知
を
郵
送
し
ま
す
。

※
生
後
６
カ
月
を
過
ぎ
る
と
自

費
に
な
り
ま
す
。

▽
期
日　
　

月
５
日（
木
）

１０

▽
時
間　

９
時　

分
〜　

時　

３０

１１

３０

分▽
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

　

旬
の
魚
や
野
菜
を
使
っ
た
料

理
で
、
食
卓
に
秋
の
香
り
を
届

け
ま
し
ょ
う
。

▽
期
日　

９
月　

日（
金
）

２２

▽
時
間　
　

時　

分
〜
１
時　

１０

３０

３０

分▽
会
場　

第
三
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

ア
ジ
の
香
り
漬
け
、

ナ
ス
の
レ
モ
ン
煮
、
栗
お
こ
わ

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

 
巾 
・
筆
記
用
具
・
上
履
き

き
ん▽

定
員　
　

人（
先
着
順
）

２０

▽
費
用　

無
料

▽
主
催　

健
康
な
食
事
づ
く
り

推
進
員

▽
申
し
込
み
方
法　

保
健
セ
ン

タ
ー
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

手
軽
に
で
き
る
料
理
や
簡
単

に
で
き
る
運
動
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
対
象　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で

４０

６４

の
方
で
、
２
日
間
参
加
で
き
る

方※
こ
の
教
室
に
参
加
し
た
こ
と

の
あ
る
方
を
除
く
。

▽
期
日
・
時
間
な
ど　

左
表
の

と
お
り

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

２０

▽
費
用　

無
料

▽
申
込
期
限　
　

月
５
日

１０

▽
申
し
込
み
方
法　

健
康
セ
ン

タ
ー
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

飼
っ
て
い
る
動
物
や
身
近
に

い
る
動
物
に
つ
い
て
、
も
う
一

度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
動
物
の
正
し
い
飼
い
方
を
知

り
ま
し
ょ
う
。

○
繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
に

は
、
不
妊
・
去
勢
手
術
を
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

○
犬
を
飼
う
場
合
に
は
、
き
ち

ん
と
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
都
会
で
猫
を
飼
う
場
合
に
は
、

屋
内
で
。

○
犬
に
は
鑑
札
を
、
猫
や
そ
の

他
の
動
物
に
は
名
札
を
付
け
、

身
元
を
表
示
し
ま
し
ょ
う
。

動
物
愛
護

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▽
期
日　

９
月　

日（
祝
）、　

２３

３０

日（
土
）

▽
会
場　

上
野
恩
賜
公
園

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
環
境

衛
生
課
動
物
管
理
係　

�　

・
０３

５
３
２
０
・
４
４
１
２
番

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

胃
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

生
活
習
慣
病

生
活
習
慣
病

予
防
教
室

予
防
教
室

生活習慣病予防教室
内　容会　場時　間期　日　
生活習慣病
の話、栄養
の話
※試食もあ
ります。

保健
センター

１０時２０分
～２時

１０月１２日
（木）１日目

運動（スト
レッチング、
筋力トレー
ニングなど）

総合
体育館

１時３０分
～３時３０分

１０月２６日
（木）２日目

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

食
卓
に

食
卓
に
秋
の
香
り
で

秋
の
香
り
で

健
康
健
康
笑笑
顔顔

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

 
予
防
接
種

予
防
接
種

 
Ｂ
Ｃ
Ｇ（
結
核
）

Ｂ
Ｃ
Ｇ（
結
核
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

 

動
物
愛
護
週
間

動
物
愛
護
週
間

�
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�
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�

�
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